
授業科目

【担当教員名］

（非常勤）小林恵子

叩°日モーション看護論

門9戸 輝

必達

15 

【＜概要＞又はく一般目標： GIO>】

地域の看護活動は公衆衛生活動と大きく関係しながら発展してきた。
ヘルスプロモーションは健康政策理論であり、地域看護の実践活動においても広く活用されている。
地域看護活動における基本理念であるヘルスプロモーションの考え方をもとに、地域における人々の
看護支援のあり方を理解する。

【＜学習目標＞又はく行動目標： S80>】

1．地域看護の理念を理解する。

2．地域看護の展開するための関連理論を理解する。
3．地域看護に関する理論の活用方法を理解する。

回

数 授業計画又は学習の主題

1地域看護の理念

2ヘルスプロモーションとは
3コミュニティ・アズ・パートナモデル

4コミュニティ・エンパワメント
5プリシード・プロシード・モデル
6地域看護活動における理論の活用実践例
7地域看護活動における理論の活用実践例

S80 

番号 学習方法・学習課題又は備考・担当教員

1講義

2講義
2講義
2講義
2講義
3講義・演習

3講義・演習

【使用図書】

教科書
（必ず購入する書籍）

く書名＞ ＜著者名＞ く発行所＞ く発行年・価格•その他

標準保健師講座1 地域看護学概論奥山則子ほか 医学書院 2004 2800円

参考書

コミュニティ・アズ・パートナー 地域看護学の理論と実際 エリサ＊ベス T.7ン
ダーソンほか
医学書院 2002 3800円

ヘルスプロモーション ローレンス w．グルーンほか 医学書院 1997 4600円
その他の資料

【評価方法］

試験70%、発表20%、出席10%

【履修上の留意点］

理論はイメージ化が難しいと思いますが、実習や生活体験と
結びつけて、学んでいきます。積極的な学習態度を期待しま
す。
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